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i．拷音

形状記憶合金（Sbape最emory Aiioy：S撫A）の形状

回復力を利用したヒートエンジンは、温泉や温排水な

どの低位熱エネルギーを機械的エネルギーに変換でき

るため、これまでにも様々なヒートエンジンが考案さ

れてきた。しかし、それらは回転部とS織A素子が一体

となっている♯塵のた由、3護良草子が疲労破学した囁

合には一旦エンジンを停止してSHÅ素子を交換する必

要がぁるせ

本研究ではこのような点を考慮し、回転部とS緯A尭

子とを分♯した構造のフィクストブレード形ヒートエ

ンジンを考案し、その駄作・出力特性実験を待った結

果を報告する。

2．ヒートエンジンの作動原理

Fig．1に今回考案したと－トエンジンの回転部と駆

動部盈び作動粛穫蜜示す。

回転班は、回転軸と回転子とが一体構造となってい

る。ローラは回転子の上下についており、滑らかに回

転できるようになっている。駆動帯は、固定坂と重点

を中心に動く接触板があり、それらを板状S肖A素子に

よ畑結合した構造である。この駆勤都を1つの回転子

の上下に2つづつ、計4つ配優した2ステージ詔とな

っている。

（a）の状態では、上側駆動部A・BのS欝A葉子は

低温状態にあり、下側駆動部C．DのS叢A素子を高温

決態にすると、C，Dの接触坂がローラを押し回転子

を回転させる。（b）のように回転が進むにつれてA．

B打線敷板はローラに押され、S叢A菓子が変形を受け

る。（c）になるとA．BのS員A菓子は長大ひずみを

受ける．この点をすこし過ぎてから、連に、C．Dの

SBÅ葉子を低温状態に、A，BのS鼻A葉子を高温状葛

にすることにより回転子を回転させる（d）。この行
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